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「保安業務監督者」資格講習について

平成２８年１１月２９日

資料５－１



日本ガス機器検査協会

【講習日数 （３日間）】

科目名 主な教育内容 講習時間

ガス及びガス消費機器に
関する知識

・ガスに関する物理及び化学理論
・ガス消費機器の構造及び機能 など

３時間

法令に関する知識
・ガス事業関係法令（保安に関するものに限る。）
・・・ガス事業法、ガス小売事業者等の保安業務に関する省令 など

３時間

周知・調査
その他保安業務に関する知識

・危険発生防止周知、消費機器の調査業務に関する知識
・ガス事故発生時、災害発生時等の連携協力に関する知識 など

１０．５時間

修了試験
上記の３科目から出題

※不合格者については、１回に限り再受験可とする。
１．５時間
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以下の①～③の資格を有する者が希望した場合、
「ガス及びガス消費機器に関する知識」の受講を免除する。

①液化石油ガス設備士（国家資格）
②第二種販売主任者（国家資格）
③液化石油ガス保安業務員（業界資格）

【受講減免措置について】

【受講料】

受講減免なし ・・・ ４１，８００円（税込）
受講減免あり ・・・ ３４，８００円（税込）
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日程 講習時間 講習内容

１
日
目

AM

ガス及びガス機器
に関する知識

9:30～12:30
（3時間）

第Ⅰ章 ガスに関する基礎知識
① ガスの種類とガス機器の適応性、比重、圧力、付臭、ウオッベ指数と燃焼速度指数
② ガスの燃焼理論、燃焼に必要な空気量・排ガス量、発熱量、着火温度
③ 燃焼時の諸現象（バック、リフト、イエローチップ、不完全燃焼等） など

第Ⅱ章 ガス機器に関する知識
① ガス機器の給排気方式による分類（開放燃焼式、半密閉燃焼式、密閉式、屋外式）
② ガス機器の使用目的による分類 （家庭用機器・業務用機器）
③ ガス機器の構造（調理機器、温水機器、暖房機器、コージェネレーションシステムなど）

④ ガス機器の安全装置（安全装置の種類とその作動原理 など）
⑤ ガス機器とガス栓の接続について（ガス栓の種類、接続具の種類

第Ⅲ章 その他関連設備等
① ガス警報器等について（ガス警報器、ＣＯ警報器、業務用換気警報器 など）

第Ⅳ章 ガス設備に関する知識
① ガス供給設備・供給方式、ガスメーターについて

PM

法令に関する知識

13:30～16:30
（3時間）

第Ⅰ章 はじめに
①都市ガス小売全面自由化後における保安規制の概要

第Ⅱ章 ガス事業法
①ガス事業法の体系及び消費機器保安に関する法令の体系
②ガス事業法１５９条（消費機器に関する周知及び調査）

ガス事業法１６０～１６３条（保安業務規程～ガス事業者間の連携協力等） など
③ガス小売事業者等の保安業務に関する省令全般及びガス事業法施行規則（報告の徴収）

第Ⅲ章 関係法令
①特定ガスの消費機器の設置工事に関する法律
②消費生活用製品安全法

〈参考〉 建築基準法、消防法
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日程 講習時間 講習内容

２
日
目

AM

周知・調査
その他保安業務に関する知識

9:30～12:30
（3時間）

第Ⅰ章 モデル保安業務規程と解説
① 第１章 総則
② 第２章 保安管理体制
③ 第３章 保安に係る教育及び訓練
④ 第４章 周知業務（法１５９条第１項）の実施方法
⑤ 第５章 調査業務（法第１５９条第２項、第３項、第４項及び第６項）の実施方法

PM

周知・調査
その他保安業務に関する知識

13:30～16:30
（3時間）

第Ⅰ章 モデル保安業務規程と解説
⑥ 第６章 災害その他非常の場合（ガス漏えい等の緊急時）に行う業務（法第１５９条

第５項）の実施方法
⑦ 第７章 大規模災害発生時に行う業務（法第１５９条第５項）の実施方法
⑧ 第８章 その他保安に関し必要な事項・・・ 「自主保安事例集」の紹介を含む。
⑨ 第９章 保安記録
⑩ 第１０章 雑則

３
日
目

AM

周知・調査
その他保安業務に関する知識

9:30～12:00
（2.5時間）

第Ⅱ章 周知・調査
① 周知の概要、周知の種類と位置づけ、周知内容、周知方法、周知状況の届出等
② 消費機器調査の概要、調査実施計画の立案、調査の目的と内容、作業フロー、

お客様不在時の措置、技術基準不適合時の措置、帳簿・記録の保存
・・・ DVD視聴「調査業務のポイント」を含む。

③ スイッチ開栓業務について、消費調査結果の共有方法

PM

周知・調査
その他保安業務に関する知識

13:00～15:00
（2時間）

第Ⅲ章 ガス事故
①事故報告の主体について、ガス事故を覚知した際の対応について（速報・詳報）
②消費段階における事故事例

第Ⅳ章 ガス事業者間における保安の確保のための連携・協力
①ガス漏れ等の緊急時対応におけるガス小売事業者の役割
②大規模災害発生時対応におけるガス小売事業者の役割
③参考「ガス事業者間における保安の確保のための連携及び協力に関するガイドライン

修了試験

15:15～16:45（1.5時間）
・５０問×２点/１問＝１００点 （受講減免を受けた受講者もすべての問題に対して解答）

・６０点以上取得した受講者には、修了証を発行
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ガスに関する知識編

ガス機器に関する知識編

法令編

周知・調査その他保安業務編
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〇ガスの種類とガス機器の適応性
お客さまにガス機器を安心してご使用いただくために、当該ガス小売事業者が供給しているガスの種類（ガス種）に適応しているかを

確認する必要がある。
ガス機器には、図1-5に示すような表示銘板が貼付されており、供給されているガス種に適応しているかどうか確認できる。なお、供給

するガスがPA13Aの場合は、LPガス用の機器ではなく、13Aガス用の機器（12A、13A共用機器を含む）を使用する。
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〇消費機器保安に関する法令の体系（一部抜粋）
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※1 周知は、消費機器調査時に実施せず、別途書面配布や電子メール等の情報通信技術を利用する方法等でも可能である。
※2 周知は、一般周知と個別周知に分かれており、建物区分や所有する消費機器の種類に応じて、頻度（1回以上/年、1回以上/2年、1回以上
/4年）が定められている。消費機器調査時に合わせて周知した場合でも、別途周知のみ実施することが必要となる等、適切に期間管理する必要
がある（例：消費機器調査の2年後に書面配布にて周知実施等）。

周知・調査に関する全体フロー周知・調査に関する全体フロー
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開催地 開催年月日 受講定員
申込書請求
受付人数

北海道札幌市 平成２８年１２月１３日（火）～１５日（木） ３０名 １０名

東京都板橋区
平成２８年１０月２５日（火）～２７日（木） ３０名 ２５名（受講済）

平成２９年 ３月 ７日（火）～ ９日（木） ３０名 ２８名

愛知県名古屋市
平成２８年１１月１５日（火）～１７日（木） ４０名 １６名（受講済）

平成２９年 ２月２８日（火）～３月２日（木） ４０名 １３名

大阪府大阪市 平成２８年１１月 ８日（火）～１０日（木） ３０名 １６名（受講済）

福岡県福岡市 平成２８年１１月２９日（火）～１２月１日（木） ４０名 ２１名

合 計 ２４０名 １２９名

（平成２８年１１月２４日現在）

〈再試験〉・・・開催地：東京都板橋区
平成２９年 １月２０日（金）、 ３月２７日（月） 計２回を計画

※ 受講予定者数が受講定員に達した場合は、速やかに追加開催を計画し、
ＪＩＡのホームページで公表する。

【次年度の講習予定について】
・ ３カ月に１回の頻度で開催予定。

（日程・開催地については、２８年度末までに弊会ホームページで公表）
・ フォロー教育の実施方法、実施時期及び具体的な教育内容については、

今後必要に応じて検討する。

以 上 講習会の様子（平成２８年１０月開催）


